
＜記者用説明文＞ 

スポットライトは栄光の記し！光で銀色を金色へ！ 
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＜研究成果のポイント＞ 

●昆虫の発色機構を模倣し、光照射で銀色から金色に変化する金属光沢材料を開発 

●装飾材料や塗料など、新たな金属光沢材料へ利用できる可能性 

＜研究成果の概要＞ 

金属を含まない金属光沢材料は、材料に高級感を付与することができ、金属を使用

した既存の塗料と違い軽量で扱いも容易なことから、多くの研究開発が進んでいま

す。本研究では、ジンガサハムシの金光沢の外観が、外部刺激によって変化する機

構を模倣し、単一の高分子材料で銀色から金色へと色調変化する光沢材料の開発に

成功しました。光照射によって銀箔様から金箔様の質感に変化する本材料は、新た

な加飾技術や特殊インクの開発などへの応用展開が期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

図 光照射により銀箔様か

ら金箔様の質感に変化する

金属光沢材料 

＜研究成果解説文＞ 

金属フリーかつ単一の高分子材料で銀色と金色を自在に表現！ 
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金属調の光沢は高級かつ希少なイメージを与えるため、

自動車や電子機器など多くの製品の加飾に利用されてい

る。しかし、従来の金属光沢材料は塗料に金属微粉末を

含有して金属特有の光沢感を表現しているため、重量の

増加や電波遮蔽、廃棄時の環境汚染などがしばしば問題

となる。この問題を克服するために、金属フリーの金属

光沢材料の開発が活発に行われている。本研究では、ジ

ンガサハムシの鮮やかな金光沢の外観が、外部刺激によ

って変化する発色機構に着目し、色調制御が可能な新た

な金属光沢材料を開発した。 

ジアセチレン誘導体の両末端にスチルベン骨格を導入し

た化合物から、銀箔様の質感を有するフィルムが得られ、

このフィルムに UV光を照射すると金箔様の質感へと色

調が変化した。金属フリーかつ単一の高分子材料で銀色

と金色を自在に表現可能な金属光沢材料の作製に成功し

た。UV 光の照射部位を制御することでパターニングや

描画も可能であり、新たな加飾技術や特殊インクの開発

としての応用が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 銀色と金色を自在に表現可能な金属光沢材料 

 

 


